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の地球環境変動の理解などにも資することにより，

21世紀における気象学の飛躍的発展分野のひとつと

なろう．

以上の理由から，日本気象学会は，松田佳久会員に

今年度の堀内賞を贈るものである．
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2003年度日本気象学会奨励賞の受賞者決まる

受賞者：高田伸一（新潟地方気象台）

研究題目：解析降雪量に基づく降雪量の推定と予測精

　度向上のための研究

選定理由：高田伸一会員は，1999年以降新潟地方気象

　台に勤務し，北陸地方の降雪の研究に取り組んでき

　た．2001年以降は降雪量予測の改善のための研究に

　取り組み，任意地点の降雪量を精度良く求めるため

　に「解析降雪量」という考え方を提案した．これは，

　解析雨量に雪氷比をかけて降雪量を推定するもので

　あり，雪氷比の設定には海岸からの距離，標高，気温

　が取り入れられている．また，積雪深計のデータから

　降雪量を推定する際，積雪の沈み込みと高温時の計

　測誤差の補正を施すことによって精度が高まること

　を示し，雪氷比を考慮して沈降量を見積もる計算式

　を提案した．この式は，1時間積雪量の差の合計によ

　る推定方法に比べて精度が大きく向上している．高

　田会員は，これらの研究成果を降雪量予測に応用す

　るため，数値予報で予想される降水量を雪氷比で変

　換した降雪量と，解析降雪量とを結合させることに

　よって，「大雪監視予測システム」としての実用化を

　めざしている．これらの研究は，雪氷学的な知識を応

　用して解析降雪量という新しい考え方を提案するな

ど，気象学的にも価値の高いものである．よって日本

気象学会は高田伸一会員に今年度の奨励賞を贈るも

のである．
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受賞者：中山　寛（札幌管区気象台）

研究題目：冬季北海道西岸に現れる収束線とそれに伴

　う降雪の研究

選定理由：中山　寛会員は北海道内の気象官署に勤務

　し，冬季の北海道日本海側の降雪を対象にした研究

　を行ってきた．北海道の西岸では，内陸の低温域から

　吹き出す東寄りの風と季節風との間に収束線が形成
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されることがあり，これに伴う降雪は局地性が強く

予測が難しい．中山会員はまず，数値予報データから

降雪域を特定し，重回帰式を用いて降雪量を予測す

る手法を開発した．また，収束線の形状と降水分布の

主成分分析結果とを対比することによって，収束線

上に発生する雲のタイプと発生環境を分類し，下層

の風向・風速や寒気移流場の状況によって雲の形状

がある程度決まることを示した．さらに，非静力学数

値予報モデルを用いて再現実験を行い，収束線と雲

の発生環境を検証するとともに，地形や下層の風・気

温分布および安定度の影響を感度実験によって調

べ，暑寒別岳を含む海岸部の山岳が収束線の形成に

影響することを明らかにした．これらの研究成果は，

北海道地方の予報精度の向上に貢献しており，気象

学的にも重要なものである．よって日本気象学会は

中山　寛会員に今年度の奨励賞を贈るものである．
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受賞者：渡邉真二（長野地方気象台）

研究題目：レーダーデータ等を用いたメソ降水系の研

　究

選定理由：渡邉真二会員は，気象庁におけるレーダー

業務で得た知見を生かし，レーダーやアメダス等の

データを有効に活用してメソスケール現象の研究に

取り組んできた．東京管区気象台に勤務した1994年

から1998年にかけては，関東で発生したダウンバー

ストや降雷の事例について，ガストフロントや積乱

雲の振舞を詳しく解析した．名古屋地方気象台に異

動後は東海地方の局地現象の解析を行い，2000年9

月に発生した「東海豪雨」に対しては詳細な解析によ

り，500hPaの短波トラフ接近と太平洋高気圧の勢

力の伸張に伴う傾圧性の強化という総観状況のもと

で，地上収束線の南側に暖湿気塊が流入し，顕著な対

流不安定が発生して豪雨となったことを示した．渡

邉会員は，その後も東海豪雨時のレーダー観測資料

を利用して南海上から北上する降水セルの発達状況

とその立体構造の解析を行っている．これらの研究

は，観測手段の有効性を最大限に利用して現象の本

質にアプローチしようとするものであり，メソ降水

系の解明にとって貴重な成果をもたらしている．

よって日本気象学会は渡邉真二会員に今年度の奨励

賞を贈るものである．
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